
テレビドラマ制作会社から⾒た

沼⽥通嗣/株式会社テレパック取締役プロデューサー/ATP（全⽇本テレビ番組製作社連盟）理事

①：デジタル時代におけるコンテンツ産業の
構造変化と未来展望

②：我が国のコンテンツ産業の国際的な競争⼒強化

③：著作権権利処理等のためのIT基盤の在り⽅

（想定される活⽤⽤途、そのために備えるべき機能等）
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プレーヤーになること
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株式会社テレパックとATPのご説明
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テレパック 1970年TBSのドラマを制作する⽬的でTBS・電通出資で設⽴

設⽴メンバー：⽯井ふく⼦さんほかTBSのドラマ制作部から

創⽴者：⽯川甫 →TBSドラマNHKドラマ →テレパック

ATP（⼀般社団法⼈全⽇本テレビ番組制作社連盟）

1982年創⽴

創⽴者：⽯川甫

制作会社の権利を守ることが⽬的21社

2021年12⽉ 124社 ドラマ制作14%



テレパックの売り上げ
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9割がドラマ

ドラマは利益率が低い

情報・バラエティーは利益率が⾼い

情報・バラエティーはテレビ局制作の制作協⼒

情報・バラエティーは制作会社に著作権がない

ドラマも制作会社に著作権がなくなってきた

ドラマ制作の利益では⾚字 番組販売などの著作権収⼊で



①デジタル時代におけるコンテンツ産業の構造変化と未来展望

テレビ番組制作費の推移
内閣府の資料を基にテレパック社内の危機感を共有
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2021年度⾚字決算が予想される弊社が社員と将来のビジョンを共有するために作成

厳しめの予想かもしれません
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2008年〜
2010年
2年

2019年〜
2020年
1年

⾃⺠党クールジャパン戦略推進特別委員会（令和３年6⽉8⽇開催） ⽒家夏彦⽒（メディア・コンサルタント） 発表資料から抜粋

実質この3年間
で
29％
の削減
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事実上３年間で29％削減

2020年から2023年の3年間の削減率が同じ

29％削減の場合
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⾃⺠党クールジャパン戦略推進特別委員会（令和３年6⽉8⽇開催） ⽒家夏彦⽒（メディア・コンサルタント） 発表資料からの推計

2020年の制作費
3,504億円

2006年の制作費
4,935億円

2023年の制作費
2,628億円

地上波・BSテレビ番組制作費の推移
単位：億円
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2020年を100とした場合 2023年はそのおよそ7割
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100 70

2020年 2023年 2025年

50

地上波テレビの制作費の推移と推測
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ゴールデン枠のドラマの減少

深夜帯の低予算番組の増加

著作権がない

テレビドラマ制作会社としての未来は・・・ない
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未来に向けて
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未来に向けてテレビドラマ制作会社に必要なこと

沼⽥通嗣/株式会社テレパック取締役プロデューサー/ATP（全⽇本テレビ番組製作社連盟）理事

受注による下請け構造からの⾃⽴

著作権

現状の正確な認識

商品開発を⾏い販売する

コンテンツビジネスのプレーヤーになる

契約 ファイナンス 販売交渉
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これらのことを実現するためには
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製作会社（クリエーター）の著作権の確保

⾃⼰資⾦調達による制作のファイナンス環境の整備

既得権益構造の再構築

契約書締結、⼒関係、運⽤
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これらの必要性を

“アジアテレビドラマカンファレンス”
に参加して学びました
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日本のドラマ制作会社の現状、そして目指すべき未来

沼 ⽥ 通 嗣 /   M I C H I T S U G U  N U M A T A
株 式 会 社 テ レ パ ッ ク 取 締 役 プ ロ デ ュ ー サ ー
A T P （ 全 ⽇ 本 テ レ ビ 番 組 制 作 社 連 盟 ） 理 事



沼⽥通嗣/株式会社テレパック取締役プロデューサー/ATP（全⽇本テレビ番組製作社連盟）理事 19

2019年のアジアテレビドラマカンファレンスの発表資料



1.テレビ局からの自立

韓国や中国、アメリカの製作会社、スタジオのように自立しなければならない。

2.グローバルな作品づくり

世界に流通する商品としてドラマを作らなければならない。

3.世界市場の開拓
世界に市場を広げなければならない。

テレビドラマ制作会社が目指すべき3つの未来
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2019年アジアテレビドラマカンファレンス発表資料より
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国内向けドラマのみ制作

制作会社が謙虚に直視するべき現実

国内視聴率に、とらわれるテレビ局

ドラマのガラパゴス化現象

2019年アジアテレビドラマカンファレンス発表資料より

沼⽥通嗣/株式会社テレパック取締役プロデューサー/ATP（全⽇本テレビ番組製作社連盟）理事 21



沼⽥通嗣/株式会社テレパック取締役プロデューサー/ATP（全⽇本テレビ番組製作社連盟）理事

②我が国のコンテンツ産業の国際的な競争⼒強化
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⽇本のコンテンツ産業の国際的な競争⼒強化のために必要なこと

1.現状認識 ガラパゴス島の作品作りは世界から取り残されている

2.⼈材育成 全ての製作者のリベラルアーツ教育

3.ビジネス環境の整備 ビジネスプレーヤーとしての⾃覚

→海外の製作者との交流：共同制作も含む

→⽇本の製作者同⼠の交流：サロンの必要性

→韓国・それを真似た中国がコンテンツ産業育成に成功
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③著作権権利処理等のためのIT基盤の在り⽅
（想定される活⽤⽤途、そのために備えるべき機能等）
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全てのクリエーターの著作権の分配を⽬指す

現状では著作権は既得権となっている

この構造を再構築するには全てのクリエーターの権利確保を⽬指す必要が

ブロックチェーンによる著作権の分配
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第15回アジアテレビドラマカンファレンス⽇本開催

これらのことを実現するために

製作者が現状認識をする

広く⼀般社会に⽇本のコンテンツ産業が置かれている現状を知っていただく

第15回アジアテレビドラマカンファレンス⽇本開催にご協⼒をお願いします
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企業版ふるさと納税の寄付により2022年度中に開催予定
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○時間があれば補⾜資料
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